
 品川区文化財保護条例の一部を改正する条例を公布する。 

  令和８年７月１０日 

                 品川区長  森  澤  恭  子   

 品川区条例第４０号 

   品川区文化財保護条例の一部を改正する条例 

 品川区文化財保護条例（昭和５２年品川区条例第１８号）の一部を次のよう

に改正する。 
 

 目次中 
「第６章 品川区文化財保護審議会（第３７条－第４６条） 

 第７章 雑則（第４７条－第５０条）         」 
を 

「第 

 第 

 第 
 
 
６章 区登録文化財（第３７条－第５７条） 

７章 品川区文化財保護審議会（第５８条－第６８条） 

８章 雑則（第６９条－第７２条）         」 

に改める。 

 

 第１条中「第９８条第２項」を「第１８２条第２項および第３項」に改め、

「のうち、区にとつて重要なもの」を削る。 

 第２条第３号中「民俗芸能」の次に「、民俗技術」を加え、同条第４号中「古

墳」の次に「、都城跡、城跡」を加え、「橋りよう」を「橋梁
りょう

、峡谷、海浜、

山岳」に、「植物」を「動物（生息地、繁殖地および渡来地を含む。）、植物（自

生地を含む。）」に改め、同条に次の１項を加える。 

２ この条例で「管理責任者」とは、専ら文化財の所有者に代わり当該文化財

の管理の責に任ずる者をいう。 

 第３条の見出しを「（区、区民等の責務）」に改め、同条第２項中「区民は」

の次に「、区との協働により」を加え、「誠実に」を削る。 
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 第４条第１項中「重要文化財に指定されたもの」の次に「（以下「重要文化財」

という。）」を、「東京都指定有形文化財に指定されたもの」の次に「（以下「都

指定有形文化財」という。）」を加える。 

 第５条第３項中「法第２７条第１項の規定による重要文化財の指定があつた

ときまたは都条例第４条第１項の規定による東京都指定有形文化財」を「重要

文化財または都指定有形文化財」に、「、解除された」を「解除された」に改め

る。 

 第６条第２項中「専ら自己に代わり」を削り、「の管理の責に任ずべき者（以

下「管理責任者」という。）」を「について管理責任者」に改め、同条第４項中

「管理責任者」を「第２項の規定により選任された管理責任者」に改める。 

 第１３条第１項中「この条において」を削る。 

 第２０条第１項中「第５６条の３第１項」を「第７１条第１項」に改め、「重

要無形文化財に指定されたもの」の次に「（以下「重要無形文化財」という。）」

を、「東京都指定無形文化財に指定されたもの」の次に「（以下「都指定無形文

化財」という。）」を加える。 

 第２１条第２項中「保持者が」を「区指定無形文化財の保持者が」に、「保持

団体が」を「区指定無形文化財の保持団体が」に改め、同条第４項中「法第５

６条の３第１項の規定による重要無形文化財の指定があつたときまたは都条例

第２０条第１項の規定による東京都指定無形文化財」を「重要無形文化財また

は都指定無形文化財」に、「、解除された」を「解除された」に改め、同条第６

項中「保持者が」を「区指定無形文化財の保持者が」に、「保持者の」を「区指

定無形文化財の保持者の」に改める。 
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 第２２条中「保持者が」を「区指定無形文化財の保持者が」に、「保持者また

は」を「当該保持者または」に、「保持団体が名称」を「区指定無形文化財の保

持団体が名称」に改める。 

 第２３条第１項中「保持者」を「区指定無形文化財の保持者」に改める。 

 第２６条第１項中「第５６条の１０第１項」を「第７８条第１項」に改め、

「重要有形民俗文化財に指定されたもの」の次に「（以下「重要有形民俗文化財」

という。）」を、「東京都指定有形民俗文化財に指定されたもの」の次に「（以下

「都指定有形民俗文化財」という。）」を、「重要無形民俗文化財に指定されたも

の」の次に「（以下「重要無形民俗文化財」という。）」を、「東京都指定無形民

俗文化財に指定されたもの」の次に「（以下「都指定無形民俗文化財」という。）」

を加える。 

 第２７条第４項中「法第５６条の１０第１項の規定による」を削り、「の指定

があつたときまたは都条例第２６条第１項の規定による東京都指定有形民俗文

化財もしくは東京都指定無形民俗文化財」を「または都指定有形民俗文化財も

しくは都指定無形民俗文化財」に、「、解除された」を「解除された」に改める。 

 第３３条第１項中「第６９条第１項」を「第１０９条第１項」に改め、「また

は天然記念物に指定されたもの」の次に「（以下「史跡名勝天然記念物」という。）」

を、「東京都指定史跡旧跡名勝天然記念物に指定されたもの」の次に「（以下「都

指定史跡旧跡名勝天然記念物」という。）」を加える。 

 第３４条第２項中「法第６９条第１項の規定による史跡、名勝もしくは天然

記念物の指定があつたときまたは都条例第３３条第１項の規定による東京都指

定史跡旧跡名勝天然記念物の指示」を「史跡名勝天然記念物または都指定史跡
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旧跡名勝天然記念物の指定」に、「、解除された」を「解除された」に改める。 

 第３５条中「次条で準用する第６条第２項の規定により選任した」を削る。 

 第５０条を第７２条とし、同条の前に次の１条を加える。 

 （申出） 

第７１条 何人も、区と密接な関係のある文化財と思料されるものについて、

委員会に対し、区指定文化財の指定および区登録文化財の登録に係る申出を

することができる。 

 第４９条を第７０条とし、第４８条を削る。 

 第４７条中「区指定史跡名勝天然記念物」の次に「ならびに区登録有形文化

財等」を加え、「区指定の」を削り、同条を第６９条とする。 

 第７章を第８章とする。 

 第４６条を第６８条とし、第４１条から第４５条までを２２条ずつ繰り下げ、

第４０条を第６２条とし、同条の前に次の１条を加える。 

 （審議会への意見聴取） 

第６１条 委員会は、区登録文化財の登録およびその登録の解除をしようとす

るときは、あらかじめ審議会に意見を聴かなければならない。 

 第３９条を第６０条とする。 

 第３８条中「諮問」の次に「または意見聴取」を加え、同条を第５９条とす

る。 

 第３７条を第５８条とする。 

 第６章を第７章とする。 

 第５章の次に次の１章を加える。 
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    第６章 区登録文化財 

 （登録） 

第３７条 委員会は、区の区域内に存する文化財（次に掲げるものを除く。）で

あつて、委員会が別に定める基準に基づきその文化財としての価値に鑑み保

存および活用のための措置が特に必要と認めたものを、品川区登録文化財（以

下「区登録文化財」という。）として品川区登録文化財台帳に登録することが

できる。 

 ⑴ この条例の規定により指定された文化財（以下「区指定文化財」という。） 

として次に掲げるもの 

  ア 区指定有形文化財 

  イ 区指定無形文化財 

  ウ 区指定有形民俗文化財 

  エ 区指定無形民俗文化財 

  オ 区指定史跡名勝天然記念物 

 ⑵ 法の規定により指定された文化財として次に掲げるもの 

  ア 重要文化財 

  イ 重要無形文化財 

  ウ 重要有形民俗文化財 

  エ 重要無形民俗文化財 

  オ 史跡名勝天然記念物 

 ⑶ 法の規定により登録された文化財として次に掲げるもの 

  ア 法第５７条第１項の規定により登録された有形文化財 
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  イ 法第７６条の７第１項の規定により登録された無形文化財 

  ウ 法第９０条第１項の規定により登録された有形の民俗文化財 

  エ 法第９０条の５第１項の規定により登録された無形の民俗文化財 

  オ 法第１３２条第１項の規定により登録された記念物 

 ⑷ 都条例の規定により指定された文化財として次に掲げるもの 

  ア 都指定有形文化財 

  イ 都指定無形文化財 

  ウ 都指定有形民俗文化財 

  エ 都指定無形民俗文化財 

  オ 都指定史跡旧跡名勝天然記念物 

２ 区登録文化財の種類は、次に掲げるものとする。 

 ⑴ 品川区登録有形文化財（以下「区登録有形文化財」という。） 

 ⑵ 品川区登録無形文化財（以下「区登録無形文化財」という。） 

 ⑶ 品川区登録有形民俗文化財（以下「区登録有形民俗文化財」という。） 

 ⑷ 品川区登録無形民俗文化財（以下「区登録無形民俗文化財」という。） 

 ⑸ 品川区登録記念物（以下「区登録記念物」という。） 

３ 第１項の規定による区登録文化財の登録には、次の各号に掲げる区登録文

化財の種類に応じ、当該各号に定める規定を準用する。 

 ⑴ 区登録有形文化財、区登録有形民俗文化財および区登録記念物（以下「区

登録有形文化財等」という。） 第４条第２項から第５項まで（この場合に

おいて、同項中「指定書」とあるのは、「登録書」と読み替えるものとする。） 

 ⑵ 区登録無形文化財 第２０条第２項から第５項まで 
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 ⑶ 区登録無形民俗文化財 第２６条第３項および第４項 

 （解除） 

第３８条 区登録文化財についてその保存および活用のための措置を講ずる必

要がなくなつた場合その他特殊の事由があるときは、委員会は、その登録を

解除することができる。 

２ 前項の規定による区登録文化財の登録の解除には、次の各号に掲げる区登

録文化財の種類に応じ、当該各号に定める規定を準用する。 

 ⑴ 区登録有形文化財等 第５条第２項および第５項（この場合において、

同項中「指定書」とあるのは、「登録書」と読み替えるものとする。） 

 ⑵ 区登録無形文化財 第２１条第３項 

 ⑶ 区登録無形民俗文化財 第２７条第３項および第７項 

３ 区登録文化財について、前条第１項第１号、第２号もしくは第４号に掲げ

るものの指定または同項第３号に掲げるものの登録があつたときは、当該区

登録文化財の登録は解除されたものとする。 

４ 前項の規定による区登録文化財の登録の解除には、次の各号に掲げる区登

録文化財の種類に応じ、当該各号に定める規定を準用する。 

 ⑴ 区登録有形文化財等 第５条第４項および第５項（この場合において、

同項中「指定書」とあるのは、「登録書」と読み替えるものとする。） 

 ⑵ 区登録無形文化財 第２１条第５項 

 ⑶ 区登録無形民俗文化財 第２７条第６項および第７項 

５ 第２１条第２項および第６項の規定は、区登録無形文化財の保持者および

保持団体について準用する。 
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６ 前項で準用する第２１条第２項の規定による区登録無形文化財の保持者ま

たは保持団体の認定の解除は、その旨を告示するとともに、当該区登録無形

文化財の保持者または保持団体の代表者に通知してする。 

 （所有者の管理義務および管理責任者） 

第３９条 区登録有形文化財等の所有者は、この条例ならびに委員会規則およ

びこの条例に基づいてする委員会の指示に従い、区登録有形文化財等を管理

しなければならない。 

２ 区登録有形文化財等の所有者は、特別の事由があるときは、当該区登録有

形文化財等について管理責任者を選任することができる。 

３ 前項の規定により管理責任者を選任したときは、所有者は、速やかにその

旨を委員会に届け出なければならない。管理責任者を解任した場合も同様と

する。 

４ 第２項の規定により選任された管理責任者には、第１項の規定を準用する。 

 （所有者の変更等） 

第４０条 区登録有形文化財等の所有者が変更したときは、新所有者は、速や

かにその旨を委員会に届け出なければならない。 

２ 区登録有形文化財等の所有者または管理責任者は、その氏名もしくは名称

または住所を変更したときは、速やかにその旨を委員会に届け出なければな

らない。 

 （保持者の氏名変更等） 

第４１条 区登録無形文化財の保持者が氏名もしくは住所を変更し、または死

亡したときその他委員会規則の定める事由があるときは、当該保持者または
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その相続人は、速やかにその旨を委員会に届け出なければならない。区登録

無形文化財の保持団体が名称、事務所の所在地もしくは代表者を変更し、構

成員に異動を生じ、または解散したときも、代表者（保持団体が解散した場

合にあつては、代表者であつた者）について、同様とする。 

 （滅失、き損等） 

第４２条 区登録有形文化財等の全部または一部が滅失し、もしくはき損し、

またはこれを亡失し、もしくは盗み取られたときは、所有者（管理責任者が

ある場合は、その者）は、速やかにその旨を委員会に届け出なければならな

い。 

 （所在の変更） 

第４３条 区登録有形文化財または区登録有形民俗文化財の所在の場所を変更

しようとするときは、所有者（管理責任者がある場合は、その者）は、あら

かじめその旨を委員会に届け出なければならない。ただし、委員会規則で定

める場合には、届出を要せず、または所在の場所を変更した後届け出ること

をもつて足りる。 

 （土地の所在等の異動の届出） 

第４４条 区登録記念物の指定地域内の土地について、その土地の所在、地番、

地目または地積に異動があつたときは、所有者（管理責任者がある場合は、

その者）は、速やかにその旨を委員会に届け出なければならない。 

 （管理または修理の補助） 

第４５条 区登録有形文化財等の管理または修理につき多額の経費を要し、所

有者がその負担に堪えない場合その他特別の事情がある場合には、区は、そ
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の経費の一部に充てさせるため、当該所有者に対し、予算の範囲内で補助金

を交付することができる。 

２ 前項の規定により補助金を交付する場合には、第１０条第２項および第１

１条の規定を準用する。 

 （管理または修理に関する勧告） 

第４６条 区登録有形文化財等の管理が適当でないため当該区登録有形文化財

等が滅失し、き損し、または盗み取られるおそれがあると認められるときは、

委員会は、所有者または管理責任者に対し、管理方法の改善、保存施設の設

置その他管理に関し必要な措置を勧告することができる。 

２ 区登録有形文化財等がき損している場合において、その保存のため必要が

あると認めるときは、委員会は、所有者に対しその修理について必要な勧告

をすることができる。 

３ 前２項の規定による勧告に基づいてする措置または修理のために要する費

用は、予算の範囲内でその全部または一部を区の負担とすることができる。 

４ 前項の規定により区が費用の全部または一部を負担する場合には、第１０

条第２項および第１１条の規定を準用する。 

 （有償譲渡の場合の納付金） 

第４７条 区が修理等につき第４５条第１項の規定により補助金を交付し、ま

たは前条第３項の規定により費用を負担した区登録有形文化財等のその当時

における所有者またはその相続人、受遺者もしくは受贈者は、補助または費

用負担に係る修理等が行われた後当該区登録有形文化財等を有償で譲り渡し

た場合においては、当該補助金または負担金の額の合計額から当該修理等が
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行われた後当該区登録有形文化財等の修理等のため自己の費した金額を控除

して得た金額を区に納付しなければならない。 

２ 第１３条第２項の規定は、前項の場合について準用する。 

３ 補助または費用負担に係る修理等が行われた後、当該区登録有形文化財等

を区に譲り渡した場合その他特別の事情がある場合には、区は、第１項の規

定により納付すべき金額の全部または一部の納付を免除することができる。 

 （保存） 

第４８条 委員会は、区登録無形文化財の保存のため必要があると認めるとき

は、区登録無形文化財について自ら記録の作成、伝承者の養成その他その保

存のため適当な措置をとることができるものとし、区は、区登録無形文化財

の保持者または保持団体その他その保存に当たることを適当と認める者に対

し、その保存に要する経費の一部を予算の範囲内で補助することができる。 

２ 委員会は、区登録無形民俗文化財の保存のため必要があると認めるときは、

区登録無形民俗文化財について自ら記録の作成その他その保存のため適当な

措置をとることができるものとし、区は、その保存に当たることを適当と認

める者に対し、その保存に要する経費の一部を予算の範囲内で補助すること

ができる。 

３ 前２項の規定により補助金を交付する場合には、第１０条第２項および第

１１条の規定を準用する。 

 （現状変更の届出等） 

第４９条 区登録有形文化財または区登録記念物に関しその現状を変更し、ま

たはその保存に影響を及ぼす行為をしようとするときは、所有者は、あらか
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じめその旨を委員会に届け出なければならない。ただし、第４５条第１項の

規定による補助金の交付または第４６条第２項の規定による勧告を受けて修

理を行う場合は、この限りでない。 

２ 区登録有形文化財または区登録記念物の保護上必要があると認めるときは、

委員会は、前項の届出に係る現状変更または保存に影響を及ぼす行為に関し

必要な指示をすることができる。 

 （区登録有形民俗文化財の保護） 

第５０条 区登録有形民俗文化財に関しその現状を変更し、またはその保存に

影響を及ぼす行為をしようとする者は、あらかじめその旨を委員会に届け出

なければならない。 

２ 区登録有形民俗文化財の保護上必要があると認めるときは、委員会は、前

項の届出に係る現状変更または保存に影響を及ぼす行為に関し必要な指示を

することができる。 

 （公開） 

第５１条 委員会は、区登録有形文化財または区登録有形民俗文化財の所有者

に対し、６カ月以内の期間を限つて、委員会の行う公開の用に供するため当

該区登録有形文化財または区登録有形民俗文化財を出品することを勧告する

ことができる。 

２ 委員会は、区登録有形文化財または区登録有形民俗文化財の所有者に対し、

３カ月以内の期間を限つて、当該区登録有形文化財または区登録有形民俗文

化財の公開を勧告することができる。 

３ 第１項の規定による出品のために要する費用は、区の負担とし、前項の規

f4929a2d-9761-4770-afc5-c08136161547



定による公開のために要する費用は、予算の範囲内でその全部または一部を

区の負担とすることができる。 

４ 区は、第１項の規定により出品した所有者に対し、謝礼金を支給すること

ができる。 

５ 委員会は、第１項の規定により区登録有形文化財または区登録有形民俗文

化財が出品されたときは、その職員のうちから当該区登録有形文化財または

区登録有形民俗文化財の管理の責に任ずべき者を定めなければならない。 

６ 委員会は、第２項の規定による公開および当該公開に係る区登録有形文化

財または区登録有形民俗文化財の管理に関し必要な指示をするとともに、必

要があると認めるときは、当該管理について指揮監督することができる。 

７ 第１項または第２項の規定により出品し、または公開したことに起因して

当該区登録有形文化財または区登録有形民俗文化財が滅失し、またはき損し

たときは、区は、所有者に対しその通常生ずべき損失を補償する。ただし、

所有者の責に帰すべき事由によつて滅失し、またはき損した場合は、この限

りでない。 

８ 第３項の規定により区が費用の全部または一部を負担する場合には、第１

１条の規定を準用する。 

第５２条 前条第２項の規定による公開の場合を除き、区登録有形文化財また

は区登録有形民俗文化財の所在の場所を変更してこれを公衆の観覧に供する

ため第４３条の規定による届出があつた場合には、前条第６項の規定を準用

する。 

第５３条 委員会は、区登録無形文化財の保持者または保持団体に対し区登録
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無形文化財の公開を、区登録無形文化財の記録の所有者に対しその記録の公

開を勧告することができる。 

２ 前項の規定による区登録無形文化財の公開には、第１６条第３項後段、第

６項および第８項の規定を準用する。 

３ 区は、第１項の規定による区登録無形文化財の記録の公開に要する費用の

一部を予算の範囲内で負担することができる。 

４ 前項の規定により区が費用の一部を負担する場合には、第１０条第２項お

よび第１１条の規定を準用する。 

第５４条 委員会は、区登録無形民俗文化財の記録の所有者に対し、その記録

の公開を勧告することができる。 

２ 前項の規定による公開には、第２４条第３項および第４項の規定を準用す

る。 

 （保存に関する助言等） 

第５５条 委員会は、区登録無形文化財にあつては当該区登録無形文化財の保

持者または保持団体その他その保存に当たることを適当と認める者に対し、

区登録無形民俗文化財にあつては当該区登録無形民俗文化財の保存に当たる

ことを適当と認める者に対し、それらの保存のために必要な助言または勧告

をすることができる。 

 （調査） 

第５６条 委員会は、必要があると認めるときは、区登録有形文化財等の所有

者または管理責任者に対し、当該区登録有形文化財等の現状または管理もし

くは修理の状況につき報告を求めることができる。 
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 （所有者変更に伴う権利義務の承継） 

第５７条 区登録有形文化財等の所有者が変更したときは、新所有者は、当該

区登録有形文化財等に関しこの条例に基づいてする委員会の勧告、指示その

他の処分による旧所有者の権利義務を承継する。 

２ 前項の場合には、旧所有者は、当該区登録有形文化財等の引渡しと同時に

その登録書を新所有者に引き渡さなければならない。 

   付 則 

 この条例は、令和８年８月１日から施行する。 
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